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ことば」）に着目し， ２ 音や ３ 音の旋律の音程
構造と終止の仕方を説明した11）。よく引き合い
に出されるのは， ２ 音旋律が長 ２ 度音程を成し













































小泉は ２ 音・ ３ 音旋律についてこうした長 ２
度音程を基本とするものの他に，短 ３ 度音程を
成す ２ 音旋律，上から長 ２ 度＋短 ３ 度の ３ 音旋
律，上から短 ３ 度＋長 ２ 度の ３ 音旋律のあるこ
とを指摘している。
このうち短 ３ 度の ２ 音旋律は下の音に終止す
るが，実際にはそうした ２ 音旋律はまれであり，
部分的にしか見出せないと述べている。同様に
上から短 ３ 度＋長 ２ 度の ３ 音旋律もまれであり，
より音の多い旋律の中で部分的に生じるもので







の ３ 音旋律が長 ２ 度の ２ 音旋律と短 ３ 度の ２ 音
旋律の結合したものとして捉えられる点である。
すなわち，先の長 ２ 度＋長 ２ 度の ３ 音旋律が真
ん中の音で終わるのに対して，この長 ２ 度＋短
３ 度の ３ 音旋律の終止は上下両端の音であり，
上の音で終わるのは長 ２ 度の ２ 音旋律の終止で
あり，下の音で終わるのは短 ３ 度の ２ 音旋律の
終止であるとして説明されるのである。






















語が… ３ 拍（ ３ 字ぶん）であるときに，原則と



















拍が ２ ： １ のリズムをつくるのである。
《らかんさん》でも「らかん・さんが」や














えば小泉の言う ２ ： １ の「はねるリズム」をつ
くりやすい歌であり，実際，今回の実践でも幼
小ともに基本的には譜例 ８ のような ３ 連符
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【写真 ２】保育者の動作をまねる② 【写真 ３】グループで遊ぶ
─ 17 ─
































































































うたを譜例 ８ のような ３ 音旋律で取り上げたの






しかし， ２ 回目の実践で ４ ～ ５ 人のグループ
に分かれて遊んでいる中に，終わりの音を短 ３
度下げて歌う子どもたちも出てきた。長 ２ 度音









































































長 ２ 度音程の ２ 音旋律をつけ，21名（35％）が
上から長 ２ 度＋短 ３ 度の ３ 音旋律をつけた。そ
の他では長 ２ 度＋長 ２ 度の ３ 音旋律を考えた学
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